
 初めまして、この4月よりＫ中学校より参りました、校長の高橋晋作と申します。 

４月３日（月）に町の辞令交付式に出席すると、役場の中で出会った数名の方々から「お帰りなさ

い。」と声をかけてもらいました。Ｍ中学校への赴任が今回で４回目、通算12年目となるわたしのこと

を知ってくださっている方だからでしょう。辞令交付式では、町教育委員会職員の自己紹介の中で、

「僕は、髙橋校長から担任してもらいました！」と話す教え子もいました。だからといって、今のＭ中

生の生徒たちとは、初めての出会いであるわけで、その生徒たちの姿からは、昔とは違う新しいＭ中の

校風を感じます。常に学校は、時代とともに変わってくると実感しています。 

 3月29日のＹ新聞の『少年少女の声』の欄に、Ｍ中のＹ・ＫさんとＳ・Ｓさんの文章が掲載されていま

した。衣替えの時期の基準は、気温によって個人差があるのだから個人個人の自己管理にゆだねた方が

良いという主張、部活動の参加が同調圧力になってしまうことがあるから、もっと部活動のあり方を見

直した方がよいのではないかという主張でした。まだ出逢っていないＭ中学校の生徒を、記事を読みな

がら期待を抱いてイメージした3月末でした。 

学校点描 
4月7日の午前に入学式を行いまし

た。「駐車場の桜のつぼみも膨らんで

いるねー」と控室で教育長さんが教え

てくれました。 

《Ｍ中学校》 
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普遍の縁 
 

転勤とは、引っ越しを意味します。これまでいた職場から、荷物を新しい職

場へ引っ越しすることも転勤の仕事です。3月末に前の職場で、新しい校長と

の引継ぎを終え、荷物をまとめていたら、偶然、昔の集めていた新聞の記事が

色あせて出てきました。思わず引っ越しの手を休めて読みふけってしまいま

す。 

僕は6ヶ月から3歳になるまでのまだ言葉が話せない時、何度も高い熱がでました。それ

は、夜中だったので、近所の人に電話をお願いすると迷惑をかけるので、父が医者に行

き、「子どもを診て欲しい」と紙に書いて頼んだこともたびたびあったそうです。 
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ある教育団体が発行している新聞記事の切り抜

きです。 

いつの時代も、親が子どもの病気を心配するの

は普遍なのだなあと実感します。窓から外を見る

と、あっという間に日が落ちていました。 

 

4月 3日（月）よりＭ中に来て、新しい職場の先

生方と会議をしたり、新年度の準備をしました。どこの学校でも今年は、始業

式や入学式まで、土日を挟まないので、教師たちは休む暇がありません。 

4 月 6 日（木）は、いよいよ新 2・3 年生を体育館に集めて、始業式を行いま

した。頭の中のイメージでしかなかったＭ中生と、初めて出逢いました。翌日

の 4 月 7 日（金）は、51 名の新入生を迎えて、入学式を行いました。ステージ

 



上から見る新入生は凛としていて、期待に満ちた表情の生徒が多いのを感じま

す。 

入学式も終了し、体育館で入学式恒例の保護者と生徒、担任教師たちとの記

念写真をクラスごとに撮影します。1 つのクラスを撮影し終えて、次のクラス

の準備が整うのを待っていたら、「先生！」と、二人のお父さんから呼び止め

られました。振り返るとそこに、わたしがＭ中のバスケットボール部顧問をし

ていたときの教え子の二人が、わずかに中学校の面影を残しながら立っていま

した。「うちの子は、今度入学する子どもが最後で、上に二人子供います。」

と父親である教え子の一人が教えてくれます。「僕は、これからまだ下にも入

学してきますよ。」ともう一人の保護者である教え子が言います。「また先生

と逢うなんて不思議だなあ。」と言って、次のクラスの準備のために、その場

を立ち去っていきました。 

縁というのはとても不思議です。何か生まれる前から決まっていたかのよう

な出会いもあれば、何かのチカラで引き寄せられたと感じるような縁もあるも

のです。人と人とをつなぐのが縁であれば、その縁を、豊かなものにするかど

うかは、これからの関係性で決まってきます。 

 

お母さんの耳になりたい                        

 

僕は、6ヶ月から3歳になるまでのまだ言葉が話せない時、何度も高い熱がでま

した。それは、夜中だったので、近所の人に電話をお願いすると迷惑をかけるの

で、父が医者に行き「子どもを診て欲しい」と紙に書いて頼んだこともたびたびあっ

たそうです。 

 

僕の両親は、聴覚がないんです。 

でも、僕は父と母が育てる時にどんな苦労があったかは、知っているつもりです。 

僕は、たとえ耳が不自由でも、今の両親のところに生まれてよかったです。      
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記念写真を撮り終えてもう一度、教室に戻りこれから

の予定を確認してから、玄関で親と子と一緒に帰路につ

きます。多くの親子は、玄関先で記念写真を撮影してい

ました。 

 

ここにある親と子の縁こそが、普遍なのだなあと見て

いました。 

 
 

ご意見・ご感想をお願いします。 

 

 

きりとりせん 

 


